
JP 2009-298336 A5 2011.6.16

10

【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第２部門第５区分
【発行日】平成23年6月16日(2011.6.16)

【公開番号】特開2009-298336(P2009-298336A)
【公開日】平成21年12月24日(2009.12.24)
【年通号数】公開・登録公報2009-051
【出願番号】特願2008-156156(P2008-156156)
【国際特許分類】
   Ｂ６０Ｈ   3/00     (2006.01)
   Ｆ２４Ｆ  11/02     (2006.01)
   Ｆ２４Ｆ   7/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｂ６０Ｈ   3/00    　　　Ｚ
   Ｆ２４Ｆ  11/02    　　　Ｓ
   Ｆ２４Ｆ   7/00    　　　Ｂ

【手続補正書】
【提出日】平成23年4月21日(2011.4.21)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　車両天井中央部付近に設置される車載用イオン発生装置であって、
　ハウジングと、
　前記ハウジングに開口形成された吸込口と、
　前記ハウジングに開口形成され、車両前側の座席に対応配置された前席用吹出口と、
　前記ハウジングに開口形成され、車両後側の座席に対応配置された後席用吹出口と、
　前記吸込口から吸い込んだ車室内の空気を前記前席用吹出口から車室内に吹き出す前席
用送風機と、
　前記吸込口から吸い込んだ車室内の空気を前記後席用吹出口から車室内に吹き出す後席
用送風機と、
　前記ハウジング内に設けられ、前記前席用吹出口から送出されるプラスイオンとマイナ
スイオンとを発生する前席用イオン発生素子と、
　前記ハウジング内に設けられ、前記後席用吹出口から送出されるプラスイオンとマイナ
スイオンとを発生する後席用イオン発生素子と、
　を備え、前席用と後席用の前記送風機、前席用と後席用の前記イオン発生素子のそれぞ
れを個別に制御するようにしたことを特徴とする車載用イオン発生装置。
【請求項２】
　前席用と後席用の前記吹出口を座席の数に応じて複数設け、それに対応して前席用と後
席用の前記送風機、前席用と後席用の前記イオン発生素子のそれぞれを複数備えることを
特徴とする請求項１に記載の車載用イオン発生装置。
【請求項３】
　前記前席用吹出口の開口面積を変更するための前席用吹出口面積変更手段と、
　前記後席用吹出口の開口面積を変更するための後席用吹出口面積変更手段と、
　を備え、前席用と後席用の前記吹出口面積変更手段を個別に制御するようにしたことを
特徴とする請求項１または請求項２に記載の車載用イオン発生装置。
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【請求項４】
　前席用と後席用の全ての前記送風機及び前席用と後席用の全ての前記イオン発生素子を
駆動する全席イオン供給モードと、
　前席用の前記送風機と前記イオン発生素子とを駆動し、後席用の前記送風機と前記イオ
ン発生素子とを停止する前席集中イオン供給モードと、
　を備えたことを特徴とする請求項１または請求項２に記載の車載用イオン発生装置。
【請求項５】
　後側座席に乗員がいるか否かを検知する後席乗員検知手段を備え、
　前記後席乗員検知手段の検知結果に基づいて、前記全席イオン供給モードと前記前席集
中供給モードとを自動で切替えることを特徴とする請求項４に記載の車載用イオン発生装
置。
【請求項６】
　前席用と後席用の全ての前記送風機及び前席用と後席用の全ての前記イオン発生素子を
駆動する全席イオン供給モードを備え、
　前記全席イオン供給モードのとき、前記前席用吹出口面積変更手段により前記前席用吹
出口の開口面積を広げ、前記後席用吹出口面積変更手段により前記後席用吹出口の開口面
積を狭めることを特徴とする請求項３に記載の車載用イオン発生装置。
【請求項７】
　車両のドアの開閉を検知するドア開閉検知手段を備え、
　前記ドア開閉検知手段の検知結果に基づいて、ドアが開かれたとき、前席用と後席用の
前記送風機及び前席用と後席用の前記イオン発生素子を駆動し、前席用と後席用の前記吹
出口面積変更手段により前席用と後席用の前記吹出口から吹き出されるイオン風の向きを
ドア方向に変更する除電モードを備えたことを特徴とする請求項３に記載の車載用イオン
発生装置。
【請求項８】
　座席のシートの帯電極性を検知するシート帯電極性検知手段を備え、
　前記除電モードのとき、前記シート帯電極性検知手段の検知結果に基づいて、前記シー
トの帯電極性と同一極性のイオンを前席用と後席用の前記イオン発生素子から発生させる
ことを特徴とする請求項７に記載の車載用イオン発生装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３８】
　図３は、車載用イオン発生装置の概略斜視図であり、ハウジング内に設置される部品を
ハウジングから離して示すものである。図４は、その車載用イオン発生装置の平面図であ
る。図３、図４に示すように、車載用イオン発生装置６は、略直方体のハウジング７の内
部に、ダクト１３～１６、送風機１７～２０、イオン発生素子３１～３４を内蔵したユニ
ットとして構成されている。ハウジング７の長手方向をなす対向する一対の側面（図４の
では紙面上下の一対の側面）の一方（図４では紙面上側の側面）に、中央部に吸込口８が
開口形成されている。吸込口８は、ハウジング７の長手方向をなす対向する一対の側面の
両方に設けても構わない。ハウジング７の短手方向をなす対向する一対の側面（図４では
紙面左右一対の側面）と長手方向をなす対向する一対の側面とが交わる４つの角部に、吹
出口９、１０、１１、１２が開口形成されている。吹出口９、１０は、前側座席２、３（
図１、２参照）にそれぞれ対応して設けられたものである。吹出口１１、１２は、後側座
席４、５（図１、２）にそれぞれ対応して設けられたものである。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３９
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【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３９】
　１３、１４はそれぞれ、吸込口８から吸い込まれる車室内１ａの空気を前席用吹出口９
、１０に導くための前席用ダクトである。１５、１６はそれぞれ、吸込口８から吸い込ま
れる車室内１ａの空気を後席用吹出口１１、１２に導くための後席用ダクトである。ダク
ト１３～１６は、ハウジング７内の中央部に向けて開口する入口１３ａ～１６ａと、ハウ
ジング７に形成された吹出口９～１２に合わせて配置される出口１３ｂ～１６ｂと、を備
える。ダクト１３～１６は吸気側と排気側で形状が異なり、吸気側は入口１３ａ～１６ａ
と同一断面の角筒形状であるが、排気側はその角筒部の下流端から出口１３ｂ～１６ｂに
向かって断面積が広がるスカート状となっている。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６７】
＜前席集中イオン供給モード＞
　前席集中イオン供給モードは、前席用送風機１７、１８と前席用イオン発生素子３１、
３２を駆動し、後席用送風機１９、２０と後席用イオン発生素子３３、３４を停止して、
前側座席に座る乗員の周りに集中して効率よくプラスイオンとマイナスイオンを分布させ
るモードである。このとき、前席用イオン発生素子３１、３２は、プラスイオンとマイナ
スイオン両方が発生するモードとする。
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